
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

基盤研究(C)（一般）

2015～2013

アノテーション付与型画像データベースシステムのための汎用プラットフォーム構築

Construction of General-purpose Platform for Database System of Annotated Images

７０３６１２９３研究者番号：

和氣　愛仁（WAKI, Toshihito）

筑波大学・人文社会系・准教授

研究期間：

２５３３０３９５

平成 年 月 日現在２８   ６   ２

円     3,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、資料画像にテキスト情報を付与し、画像から文字あるいは単語等のテキストデ
ータを検索できるようなシステム（「アノテーション付与型画像データベースシステム」）について、さまざまな人文
学資料を共通の枠組で扱うことを可能にするために、共通のユーザインターフェイスと標準的なデータ構造モデルを作
成し、汎用データベースプラットフォームシステムを構築した。本研究ではこのプラットフォームを利用し、古代エジ
プト語神官文字パピルス資料、明治期日本語文典資料、古代シュメール・アッカド語楔形文字年度版資料のデータベー
スを構築した。

研究成果の概要（英文）：With the present research we have created a standardized model of user interface 
and data structure for annotated images of various materials in humanities; ancient Egyptian hieratic 
script, modern Japanese grammar textbooks, Sumero-Akkadian cuneiform, etc. The model will be a 
general-purpose platform which will ensure easier accessibility of materials of broader range and scope.

研究分野：日本語学（日本語文法論）、人文情報学
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１．研究開始当初の背景 
 人文学資料のデジタル化とメタデータ構
築は本研究以前にも多く行われてきており、
デジタルアーカイブやデジタルミュージア
ムの形でその成果が公表されてきていた。し
かし、そこで利用されている閲覧・検索シス
テムは、単純に画像を拡大縮小できるだけの
ような簡単なユーティリティ類を除けば、対
象となる資料専用のものが用いられている
ことが多く、それらのシステムは相互に互換
性がないことが多かった。そのため、ユーザ
インターフェイス・データ構造双方の再利用
可能性という点で、システムとしての汎用性
は乏しいと言わざるを得なかった。このよう
な状況を改善し、さまざまな人文学資料研究
に情報学的方法を用いる際の手法的な枠組
みを統一することを企図して本研究を開始
した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、資料画像にテキスト情報（ア
ノテーション）を付与し、画像から文字ある
いは単語等のテキストデータを検索できる
ようなデータベースシステム（これを「アノ
テーション付与型画像データベースシステ
ム」と呼ぶ）について、共通のユーザインタ
ーフェイスと標準的なデータ構造モデルを
作成し、より広範な資料をより少ない手間で
共通的に扱えるような汎用データベースプ
ラットフォームシステムを構築することを
目的とした。このような共通のプラットフォ
ームを利用することにより、考古学・歴史
学・言語学等の研究分野を超えて研究資源の
共有と研究用ツールの共通化が図られれば、
暗黙知に基づいた「閉じた人文学」から、互
いの研究手法を意識した「つながる人文学」
への転換が図られ、その結果、人文学全体に
対して極めて大きな研究上のインパクトを
与えることができる。 
 
３．研究の方法 
(1) まず始めに、研究代表者が本研究開始以
前から構築を開始していた古代エジプト神
官文字データベースシステムをもとにして、
明治期日本語文典データベースの構築を行
った。その際に、様々な時代の様々な言語を
統一的にデータベース上で扱うことが可能
になるような汎用的なデータ構造を設計し、
そのデータ構造に基づいて、古代エジプト語
神官文字パピルス資料、近代日本語文典資料、
さらには古代シュメール・アッカド語楔形文
字粘土板資料のデータベースを作成した。本
研究のメンバーには言語学を専門とする研
究者が多いため、言語学的な検討にも十分耐
えうるようなデータ構造を構築することを
意図した。とりわけ、古代エジプト語のよう
な一度死滅した言語をも扱うために、固定的
な文字・単語等のデータだけではなく、研究
者ごとの解釈の違いも含めてデータとして
保存できるようなデータ構造を定義した。 

 
(2) ユーザインターフェイスについては、
Drupal（代表的な CMSのひとつ）等のオー
プンソースソフトウェアや、JavaScript、
HTML5等の標準的なウェブ技術を用いて、
ユーザビリティに優れた共通インターフェ
イスを構築することを目指した。また、様々
なユーザ環境（パソコン、タブレット、スマ
ートフォン等）に対応可能なデザインを目標
にした。 
 
(3) 最終的に、そのような汎用的なデータ構
造およびユーザインターフェイスをもつシ
ステムを、画像データベースシステムの汎用
プラットフォームとしてパッケージ化する
ことを企図した。 
 
４．研究成果 
(1) 研究開始当初は、目的とするデータ構造
として、(a)文字研究を目的としたデータ構造、
(b)文法研究を目的としたデータ構造、(c)絵
画・図版等の不定形資料の分析を目的とした
データ構造のようなものをそれぞれ別々に
設計することを目指していたが、最終的には、
文字・語・文・文章・挿絵等の図版を共通し
て扱うことのできる、ひとつの大きなデータ
構造を設計できた。可能な限り標準的で汎用
的なデータ構造の設計を目指した本研究と
しては、これはむしろ望ましい結果だと考え
る。実際に扱う言語についても、当初の計画
にあった古代エジプト語と近代日本語に加
えて、古代シュメール・アッカド語も同じシ
ステム上で扱うことが可能になった。 
 
(2) 多様な資料を同じ操作で閲覧できるよう
な、ユーザビリティに優れた共通インターフ
ェイスを構築するという目的についても、
CMS をベースとして利用したパッケージン
グを行うことで、かなりの程度達成できたも
のと考える。ただし、現時点では簡便な方法
でインストールが可能なかたちにはなって
いないので、より広く一般に利用してもらう
ことを目指すためには、さらに簡便な方法で
データ投入とシステムの設置ができるよう
にする必要がある。 
 
(3) また、研究が進展するにつれて、既存の
外部システムとのデータ連携をより積極的
に進めることが非常に重要になってきたの
で、当初計画していた TEI形式 XMLファイ
ルの出力機能のほかに、RDF形式 XMLファ
イルの出力機能や、全文テキスト検索・出力
機能の試験的な実装も行った。これについて
は、Web APIの実装あるいは各種検索エンジ
ンとの連携など、外部システムとのより高度
なデータ連携を検討するため、平成 28 年度
の科研費基盤研究(C)「アノテーション付与型
画像データベースプラットフォームの応用
に関する方法論構築」（課題番号 16K00456）
を取得して、さらに研究を深める予定である。 
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